
曲
直
瀬
道
三
の
「
啓
迪
集
』
（
一
五
七
四
）
は
、
宋
元
明
を
中
心

と
す
る
数
多
く
の
医
書
か
ら
の
抜
粋
か
ら
な
る
日
本
近
世
初
期
の

代
表
的
医
言
で
あ
る
。
そ
の
依
拠
す
る
と
こ
ろ
の
典
籍
に
つ
い
て

は
、
道
三
自
身
が
最
終
巻
末
に
「
所
従
証
経
籍
」
（
以
下
「
所
従
」
と

略
）
と
い
う
項
目
を
設
け
て
書
目
を
列
挙
し
て
い
る
。
点
数
は
六
四

書
に
及
ぶ
が
、
道
三
は
『
啓
迪
集
」
を
書
き
上
げ
て
か
ら
し
ば
ら

く
し
て
、
巻
首
か
ら
再
び
目
を
通
し
つ
つ
、
そ
の
書
目
を
書
き
出

し
て
い
っ
た
ら
し
く
、
執
筆
に
あ
た
っ
て
実
際
に
用
い
た
図
書
（
原

則
と
し
て
本
文
中
に
略
称
一
字
を
□
に
囲
ん
で
示
し
て
い
る
）
と
は
か

な
り
の
相
異
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
道
三
自
身
の
錯
覚
、

直
接
引
用
と
間
接
引
用
（
孫
引
き
）
の
混
乱
、
伝
写
・
刊
行
の
際
の

脱
誤
な
ど
の
要
素
も
そ
こ
に
介
在
し
て
い
る
。
そ
こ
で
従
来
の
刊

本
に
い
く
つ
か
の
古
抄
本
を
校
合
し
、
本
文
の
引
用
文
と
「
所
従
」
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「
啓
迪
集
」
所
引
文
献
の
検
討

○
王
鉄
策
・
小
曽
戸

洋

の
書
目
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
い
く
つ
か

の
新
知
見
を
得
た
。
以
下
に
報
告
す
る
。

『
婦
人
良
方
』
か
ら
の
引
用
は
「
婦
」
あ
る
い
は
「
良
」
と
す
る

と
「
所
従
」
に
い
っ
て
い
る
が
、
本
文
巻
八
（
小
児
篇
）
の
み
に
引

用
さ
れ
る
「
良
」
の
文
章
は
陳
自
明
乗
）
の
『
婦
人
良
方
』
（
現

伝
本
に
三
系
統
あ
る
）
に
見
え
な
い
も
の
で
あ
る
・
陳
自
明
に
は
「
管

見
大
全
良
方
』
の
著
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
日
本
に
伝
わ
ら
な
か
っ

た
ら
し
い
か
ら
違
う
。
そ
こ
で
『
奇
効
良
方
」
と
照
合
し
た
結
果
、

同
書
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
『
奇
効
良
方
』
は
全

六
九
巻
か
ら
な
る
明
代
の
大
部
の
医
方
書
で
、
成
化
七
年
二
四
七

一
）
と
正
徳
六
年
二
五
二
）
刊
本
が
あ
る
。
本
書
は
出
版
後
早

く
に
日
本
に
輸
入
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
（
幻
雲
「
史
記
」

扁
倉
伝
注
に
引
用
）
。
さ
ら
に
『
啓
迪
集
」
に
題
辞
を
書
い
た
策
彦
周

良
が
遣
明
使
（
一
五
三
七
・
一
五
四
七
）
の
帰
国
の
際
、
本
書
を
明

よ
り
持
帰
っ
て
い
る
（
齋
来
目
録
）
か
ら
、
道
三
が
策
彦
将
来
品
を

見
た
可
能
性
も
高
い
で
あ
ろ
う
。
吉
田
意
安
旧
蔵
の
成
化
版
や
、

玄
朔
門
人
の
野
間
玄
琢
旧
蔵
正
徳
版
も
現
存
し
て
お
り
、
当
時
そ

の
分
野
の
医
師
間
で
活
用
さ
れ
た
ら
し
い
。
『
婦
人
良
方
」
か
ら
の

引
用
は
本
文
で
は
「
婦
」
で
統
一
さ
れ
て
お
り
、
道
三
が
別
に
「
奇
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効
良
方
」
を
「
良
」
と
し
て
小
児
篇
に
引
用
し
た
こ
と
は
疑
い
な

い
。

「
全
」
と
は
「
全
九
集
」
で
あ
る
と
「
所
従
」
に
い
う
。
正
式
名

『
類
証
弁
異
全
九
集
」
に
は
、
月
湖
の
漢
文
体
原
本
二
四
五
二
年
、

中
国
に
お
い
て
序
刊
）
と
、
道
三
が
大
幅
に
増
訂
し
て
和
文
に
改
め
、

の
ち
に
刊
本
と
な
っ
た
も
の
が
あ
る
。
『
啓
迪
集
』
に
お
け
る
引
用

は
漢
文
で
は
あ
る
が
、
道
三
の
改
訂
本
に
基
づ
く
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
「
全
」
は
古
抄
本
で
は
本
文
中
に
八
回
の
引
用
が
あ
る
が
、
刊

本
で
は
そ
の
う
ち
三
回
が
「
金
」
に
誤
刻
さ
れ
て
い
る
の
で
注
意

を
要
す
る
。

「
垣
」
は
本
文
中
に
四
回
の
引
用
が
あ
り
、
「
所
従
」
で
は
「
東

垣
十
言
」
と
さ
れ
て
い
る
。
『
東
垣
十
害
」
は
李
東
垣
の
著
書
三
種

ほ
か
、
計
六
名
の
作
一
○
書
を
収
め
て
明
代
に
作
ら
れ
た
叢
書
。

室
町
時
代
に
熊
氏
梅
隠
吉
堂
刊
本
（
一
五
○
八
）
が
将
来
さ
れ
活
用

さ
れ
た
形
跡
が
あ
る
。
『
啓
迪
集
」
引
用
文
は
『
東
垣
十
書
」
に
は

違
い
な
い
が
、
東
垣
の
『
内
外
傷
弁
惑
論
」
一
言
の
み
に
限
ら
れ

る
○

「
所
従
」
に
は
な
い
が
、
巻
八
首
に
「
閻
」
か
ら
の
引
用
が
あ
る
。

こ
れ
は
『
小
児
薬
証
直
訣
』
の
編
蟇
者
・
閻
孝
忠
を
指
す
の
で
あ

ろ
う
。
同
書
に
は
宋
版
本
系
、
醇
己
注
解
本
、
熊
宗
立
注
解
本
が

あ
る
が
、
「
啓
迪
集
」
の
引
文
は
前
二
者
に
は
見
ら
れ
ず
、
実
は
熊

宗
立
の
序
文
と
増
補
部
分
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
道
三
は
熊

宗
立
本
に
拠
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
種
々
の
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
「
所
従
」
六
四
害
の
う

ち
、
四
七
害
が
直
接
引
用
で
、
残
る
一
七
害
は
間
接
引
用
す
な
わ

ち
孫
引
き
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
叔
和
脈
訣
・
和
剤
局
方
・

霊
枢
・
本
事
方
・
針
経
・
千
金
方
・
銭
氏
小
児
方
・
広
利
方
・
海

上
方
・
子
母
秘
録
・
王
氏
指
迷
方
・
田
氏
保
嬰
集
が
、
そ
れ
で
あ

る
。
こ
の
う
ち
に
は
孫
々
引
き
も
あ
る
。
逆
に
「
所
従
」
に
漏
れ

た
直
接
引
用
に
は
先
述
の
『
奇
効
良
方
」
、
そ
し
て
『
本
草
序
例
』

と
が
あ
り
、
「
所
従
」
に
挙
げ
な
い
間
接
引
用
に
は
仁
斎
直
指
小
児

方
論
・
修
真
秘
旨
・
活
法
機
要
ほ
か
十
数
書
が
あ
る
。

（
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
学
研
究
部
）
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